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予算額・
執行額

（単位:百万円）

歳出予算目

入所者療養諸費、庁費

医薬品等購入費

入所者食糧費、患者食糧
費

医療機器整備費

諸謝金　外５目

その他

計

平成29・30年度
予算内訳

（単位：百万円）

主な増減理由

【29年度当初予算の内訳】
・入所者療養諸費　7,461／庁費　14　計 7,475,104千円
・入所者食糧費　650／患者食糧費　3　計 652,966千円
・諸謝金　145／入所者作業謝金　30／入所者給与金　227／航海日
当食卓料　1.3／船舶運航費　11／土地建物借料　2　計 416.581千円
・職員旅費　26／委員等旅費　7／生徒旅費　0.3／入所者転送等旅費
0.7　計 34,895千円
【30年度要求の内訳】
・入所者療養諸費　7,507／庁費　14　計 7,521,206千円
・入所者食糧費　650／患者食糧費　3　計 652,966千円
・諸謝金　165／入所者作業謝金　30／入所者給与金　221／航海日
当食卓料　1.3／船舶運航費　11／土地建物借料　2　計 419,227千円
・職員旅費　29／委員等旅費　11／生徒旅費　0.3／入所者転送等旅
費　0.7　計 430,248千円

30年度要求

7,521

1,301

653

450

430

事業番号 0158

-

29年度当初予算

7,475

1,301

653

450

417

35

10,331

42

10,397

・国立ハンセン病療養所における療養体制の充実に関する
決議（衆参）
　　　衆議院における決議（平成２１年７月９日）
　　　参議院における決議（平成２２年５月２１日）

26年度 27年度 28年度
目標最終年度

110 123

9,632

11,806 13,263

11,806

112 -

-

-

- -

10,331 10,397

関係する計画、
通知等

達成度

9,632

-

8,720

年度 年度29

- -

27年度

-

13,263

-

成果目標及び
成果実績

（アウトカム） 人

平成２９年度行政事業レビューシート 厚生労働省

執行額

10,630 10,572 10,430 10,331 10,397

10,224 9,947

執行率（％） 95% 97% 95%

昭和５年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし

主要経費

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度以

内）

ハンセン病問題の解決の促進に関する法律（平成２０年法律第８２号）の趣旨を踏まえ、国立ハンセン病療養所における入所者の療養の質の向上を図り、入
所者が地域社会と共生しつつ、良好かつ平穏な療養生活を営むことができるようにすることを目的とする。

前年度から繰越し - -

成果実績

目標値

成果指標 単位

人

10,122

補正予算

予備費等

当初予算

中間目標
定量的な成果目標

10,430

-

ハンセン病問題の解決の促進に関する法律（平成２０年法律第８２号）の趣旨を踏まえ、国立ハンセン病療養所における入所者の療養の質の向上を図り、入
所者が地域社会と共生しつつ、良好かつ平穏な療養生活を営むことができるよう、国立ハンセン病療養所の運営を行う。

- -

10,630

- -

- -

地域住民の外来受診者数
（ハンセン病問題の解決の
促進に関する法律第１２条
第一項に規定される良好な
生活環境の確保のための
措置等の一環として、地域
住民の受診を促進すること
で、国立ハンセン病療養所
の地域開放に寄与させるこ
とを目的とする。）

-

国立ハンセン病療養所運営費 担当部局庁 医政局 作成責任者

事業開始年度

直接実施

担当課室 医療経営支援課 室長：河田　晃伸

事業名

会計区分

29年度

-

翌年度へ繰越し -

計

28年度

社会保障

-

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

30年度要求

予算
の状
況

10,572

前年度における地域住民
の外来受診者数を上回る
ことを成果目標とする。

実施方法

26年度

％

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

・厚生労働省設置法（平成１１年法律第９７号）第１６条
・ハンセン病問題の解決の促進に関する法律
　（平成２０年法律第８２号）

主要政策・施策

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）
国立ハンセン病療養所に対する調査

一般会計

当初予算＋補正予算に対す
る執行額の割合（％）

95% 97% 95%



経
済
・
財
政
再
生

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

- - -

目標値 - - - - - -

達成度 ％ - - - - -

K
P
I

(

第
二
階
層

）

ＫＰＩ
（第二階層）

単位
計画開始時

28年度 29年度
中間目標 目標最終年度

- 年度 - 年度 - 年度

-

成果実績 - - -

-

達成度 ％ -

目標年度

計画開始時

目標定性的指標

施策 国立ハンセン病療養所において、入所者の療養環境の充実に必要な経費等を確保すること

政策 国立ハンセン病療養所の充実

測
定
指
標

-

年度

-

-

-

実績値 - -

単位
中間目標 目標年度

786.5 765.2

28年度

百万円

-

ＫＰＩ
（第一階層）

-

-

本事業の成果と上位施策・測定指標との関係

医師・看護師の採用数の増加に取り組み、入所者に対しての医療体制をより充実させることで、良好な医療・看護・介護を受けることができる環境を
提供することができる。

-

改革
項目

分野： - -

施策の進捗状況（実績）

- -
定量的指標

26年度

26年度

-

年度

計算式 　　Ｘ/Ｙ

794.7

33 37 35
外来受診に伴う医療保険適用病床の増

--

-

年度

施策の進捗状況（目標）

年度

-

-

-

-

単位

単位当たりコスト＝X／Y

X：当該年度執行額
Y：当該施設数

単位当たり
コスト

27年度 28年度

K
P
I

(

第
一
階
層

）
-

成果実績 - -

年度

- -

目標値 -

-

本事業の成果と改革項目・KPIとの関係

- - -

単位
-

床

10,224/13

28年度 29年度

10,122/13

27年度

9,947/13

33 35 35

26年度 27年度 28年度

29年度活動見込

778.6

単位

活動実績

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標

-

-

-

目標値

中間目標

単位当たり
コスト

算出根拠

当初見込み

床

-

目標最終年度

- -

-

10,331/13

29年度
活動見込

30年度
活動見込

35

35

35

35

政
策
評
価

政
策
評
価

、
経
済
・
財
政
再
生
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
関
係

- -



繰越額が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載） ‐

事業所管部局による点検・改善

入所者の療養に要する費用については無料とされているな
ど、入所者との負担関係は妥当である。

国
費
投
入
の
必
要
性

点検結果

無

○

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

○

-

受益者との負担関係は妥当であるか。

地方自治体、民間等に委ねることができない事業なのか。

政策目的の達成手段として必要かつ適切な事業か。政策体系の中で優先度の高い
事業か。

競争性が確保されているなど支出先の選定は妥当か。　

評価に関する説明

現
状
通
り

点
検
・
改
善
結
果

関
連
事
業

‐

事
業
の
有
効
性

成果実績は成果目標に見合ったものとなっているか。

全国の国立ハンセン病療養所において、入所者に対して必
要な療養を行うための実績をあげている。

○

‐

整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

国立ハンセン病療養所における入所者の療養の質の向上を図り、入所者が地域社会と共生しつつ、良好かつ平穏な療養生活を営むことができる
よう、国立ハンセン病療養所の運営を行うための必要な経費であることから、引き続き、必要な予算額を確保し、適正な執行に努めること。

一般競争契約、指名競争契約又は随意契約（企画競争）による支出のうち、
一者応札又は一者応募となったものはないか。

競争性のない随意契約となったものはないか。

医薬品を調達する際には積極的に後発医薬品の採用に努
めるなど、コスト削減に取り組んでいる。

行政事業レビュー推進チームの所見

毎年度、成果実績が成果目標を上回っており、適切である。

国立ハンセン病療養所施設費0157

○

活動実績は見込みに見合ったものであるか。

単位当たりコスト等の水準は妥当か。

ハンセン病問題の解決の促進に関する法律（平成２０年法律
第８２号）第７条において、「国は、国立ハンセン病療養所に
おいて、入所者に対して、必要な療養を行うものとする。」と
規定されており、優先度は高い。

事業の目的を達成するための必要な費用を計上しており、
妥当である。

事業の目的は国民や社会のニーズを的確に反映しているか。

○

有

‐

全国の13ハンセン病施設の運営によって、入所者の生活環境の改善を目的とする事業であり、現状維持としたい。（増田　正志）

事
業
の
効
率
性

その他コスト削減や効率化に向けた工夫は行われているか。

○

資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

○

○

国立ハンセン病療養所の入所者に対して必要な療養を行う
上で、十分に活用されている。

不用率が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載）

国立ハンセン病療養所運営費は医薬品等購入費や入所者
食糧費などの入所者が療養生活を送る上で必要な費用であ
り、居住者棟などの整備を行う国立ハンセン病療養所施設
費とは重複しない。

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較してより効果
的あるいは低コストで実施できているか。

-

関連する事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担を行っているか。（役
割分担の具体的な内容を各事業の右に記載）

○

○

事業の目的に即し、真に必要なものに限定した執行を行って
いる。

○

外部有識者の所見

改善の
方向性

地域住民の外来受診者数は着実に増加しており、事業目的一つでもある入所者と地域社会の共生の促進に寄与している。
また、単位当たりのコストについては、入所者に必要な療養を行うための費用に限定して執行している。引き続き、適切な執行に努めていく。

国は、国立ハンセン病療養所の入所者に対して必要な療養を行うこととされており、その運営を地方公共団体等に委ねることはできない（国費
を投入しなければ事業目的は達せられない）。当該事業の実施にかかる費用については、費目や使途が事業目的に即し、真に必要なものに
限定し執行しており、また、成果物は十分に活用していることから、妥当と考えている。

評　価項　　目

ハンセン病問題の解決の促進に関する法律（平成２０年法律
第８２号）第７条において、「国は、国立ハンセン病療養所に
おいて、入所者に対して、必要な療養を行うものとする。」と
規定されていることから、国が実施すべき事業であり、国費
を投入しなければ事業目的が達成できない。

ハンセン病問題の解決の促進に関する法律（平成２０年法律
第８２号）第７条において、「国は、国立ハンセン病療養所に
おいて、入所者に対して、必要な療養を行うものとする。」と
規定されている。

○

-

厚生労働省

事業番号 事業名所管府省名

会計法（昭和２２年法律第３５号）等の法令に基づき、競争性
を確保した契約を行っている。

より多くの応札者を確保するため、公告期間を確保したり、
応札要件を緩和するなどの対策を講じている。

-



※平成28年度実績を記入。執行実績がない新規事業、新規要求事業については現時点で予定やイメージを記入。

平成22年度

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

備考

平成28年度

現
状
通
り

引き続き、国立ハンセン病療養所における入所者の療養の質の向上を図るため、必要な予算額を確保し、適正な執行に努める。

関連する過去のレビューシートの事業番号

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）

（単位：百万円）

平成24年度平成23年度

平成25年度 平成26年度 平成27年度

576

139

155

525

150

465

157

厚生労働省 

９，９４７百万円 

A.国立ハンセン病療養所（１３施設）    ９，９４７百万円     

入所者の良好かつ平穏な療養・生活環境の確保を図るため、

国立ハンセン病療養所の運営を行う。 

国立療養所長島愛生園 他（１２施設）     

B.和興通信工業（株） 他（３２２者）  １，０９７百万円 

〔電話交換機改修費（機器修理）〕 

示達 

一般競争契約（総合評価）等 



支出先上位１０者リスト

A

6

7

4

5

国立療養所星塚敬
愛園

-

入所者の良好かつ平穏な
療養・生活環境の確保を図
るため、国立ハンセン病療
養所の運営を行う。

976 - - －

10

8

9

国立療養所松丘保
養園

-

入所者の良好かつ平穏な
療養・生活環境の確保を図
るため、国立ハンセン病療
養所の運営を行う。

727 - - －

国立療養所沖縄愛
楽園

-

入所者の良好かつ平穏な
療養・生活環境の確保を図
るため、国立ハンセン病療
養所の運営を行う。

896 - - －

3

1

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等 入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

国立療養所長島愛
生園

-

入所者の良好かつ平穏な
療養・生活環境の確保を図
るため、国立ハンセン病療
養所の運営を行う。

1,097 - －

- - －

国立療養所多磨全
生園

-

入所者の良好かつ平穏な
療養・生活環境の確保を図
るため、国立ハンセン病療
養所の運営を行う。

1,021 - - －

2

-

国立療養所菊池恵
楓園

-

入所者の良好かつ平穏な
療養・生活環境の確保を図
るため、国立ハンセン病療
養所の運営を行う。

1,049

運営費国立療養所長島愛生園

費　目

計 1,097 計 10

費　目 使　途

B.和興通信工業株式会社
金　額

(百万円）

1,097 電話交換機改修費（機器修理）

使　途

運営費

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

金　額
(百万円）

A.国立ハンセン病療養所

-

入所者の良好かつ平穏な
療養・生活環境の確保を図
るため、国立ハンセン病療
養所の運営を行う。

559 - - －

国立療養所大島青
松園

国立療養所邑久光
明園

-

入所者の良好かつ平穏な
療養・生活環境の確保を図
るため、国立ハンセン病療
養所の運営を行う。

838 - - －

-

10

入所者の良好かつ平穏な
療養・生活環境の確保を図
るため、国立ハンセン病療
養所の運営を行う。

780 - - －

国立駿河療養所

国立療養所東北新
生園

-

入所者の良好かつ平穏な
療養・生活環境の確保を図
るため、国立ハンセン病療
養所の運営を行う。

633 - - －



B

国庫債務負担行為等による契約先上位10者リスト

7

8

5

6

株式会社岡山情報
処理センター

2260001001143 電子カルテサーバ更新 9
一般競争契約
（最低価格）

3 97.6％

9

10

株式会社トーカイ 4470001002969 看護衣等 6
一般競争契約
（最低価格）

2 93.9％

株式会社第一興商
岡山支店

6010701005431 通信カラオケ　４式 7
一般競争契約
（最低価格）

2 98.1％

3

4

1

2

和興通信工業株式
会社

7240001026716 電話交換機改修作業 10
一般競争契約
（最低価格）

2 97.8％

契　約　先
ﾌﾞﾛｯｸ
名

-

法　人　番　号 業　務　概　要
契約額

（百万円）
契約方式

入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（契約額10億円以上）

1 - － - - - －

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等 入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

株式会社松本工務
店

9260001021449
入所者車庫設置（りんどう
跡地）

10
一般競争契約
（最低価格）

2 98％

双葉工機株式会社 2240001032009
基幹ネットワークスイッチ更
新

10
一般競争契約
（最低価格）

2 95.6％

株式会社武田園 2260001004105
光ヶ丘東法面樹木整備作
業

9
一般競争契約
（最低価格）

3 92.9％

株式会社エスエフ
シー新潟

3110001000687
看護職員勤務予定表作成
システム

9
一般競争契約
（最低価格）

2 96％

（株）メリオ 5260001006627 車椅子入浴装置 6
一般競争契約
（最低価格）

2 97.8％

中国電力株式会社 4240001006753 電気料金８月分 6
一般競争契約
（最低価格）

1 93.8％


